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1．道路の設計 
 

1.1 細部構造 

1.1.1 路肩（一般国道） 

(1) 路肩の構造 

イ．路肩は車道と同一平面とする。 

ロ．路肩の総幅のうち車道よりの0.25ｍは車道と同一構造とする。 

ハ．路肩は装甲するものとし、本線部舗装構成の1層または2層と同一とする。 

ニ. 路肩内に自転車通行帯を設ける場合の構造は、装甲路肩とする。 

(2) 保護路肩 

イ．路肩、歩道、自転車歩行者道などの外側には、必要に応じて保護路肩を設けるものとする。 

ロ．歩道等の外側に設ける保護路肩は25ｃｍを標準とし、フェンス等を設置する場合は50ｃｍを標準

とする。 

ハ．保護路肩は、建築限界内に含まれず、路上施設等を設けるスペースとして利用する。 

ニ．防護柵等の施設を設置する部分は、芝とせず防草シートおよび骨材を厚さ５ｃｍ程度に敷均し、

表面を細粒度アスコン３ｃｍで処理するものとする。 

(3) 盛土箇所の路肩 

イ．一般盛土路肩 

① アスファルト舗装の場合は図1.1.1による。 

         

図1.1.1 

※寸法700は路肩幅員2.00、1.50、1.25ｍについて層厚を車道部と同じにする範囲として設定 

注）路肩1.0ｍの場合は、図1.1.2による。 

 

図1.1.2 

 

② コンクリート舗装の場合は図1.1.3による。 

 
図1.1.3 

注）１．（ ）はＷ＝1.00ｍの場合 

【R06.04 改訂】 
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ロ．保護盛土路肩 

 

 

図1.1.4 （B種、C種） 

 
図1.1.5 （A種） 

 

① 防護柵、誘導柵の設置位置は、保護路肩内とする。 

【R03.04 改訂】 
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ハ．導水盛土路肩 

 

図1.1.6 

ニ．導水保護盛土路肩 

 

図1.1.7 (B種､C種) 

 

図1.1.8(Ａ種) 

 

① 導水縁石は、縦断勾配2.5％以上の延長が100ｍ以上あるところ、盛土が高い所など、のり面が

洗掘されるおそれのあるところに設置する。 

② 導水縁石の高さは、13cmとする。 

③ 導水縁石は､場所打ちのアスファルト混合物を使用することを標準とする。 

④ 路肩の凍土のおそれのある地方では、点線表示まで広げることができる。適用にあたっては、

「第1集 道路 5.13 路盤」を参照のこと。 

【R03.04 改訂】 
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(4) 切土箇所の路肩 

 

イ．皿型切土路肩 

 

図1.1.9 

 

ロ．拡幅導水切土路肩 

 

 

図1.1.10 

 

ハ． 導水切土路肩 

 

図1.1.11 

【R03.04 改訂】 
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① 一般的な区間には、イ．を適用する。 

② 駐停車の多い区間では、ロ．を適用することができる。 

③ 駐停車の少ない区間で､前後の標準横断を勘案して、ハ．を適用することができる。 

④ 崩土および視距などのため必要がある場合は、切土のり尻前のステップをさらに拡げることが

できる。 

⑤ 路肩の凍上のおそれのある地方については、点数表示まで広げることができる．適用にあった

ては、置換厚90cm以上の地域を目安とする。 

⑥ 切土区間における堆雪スペースの幅員は、「道路構造令の解説と運用」に明記されている算出

式を用いて、二次堆雪幅を算定する。 

⑦ 多車線の切土部では、斜面の形状によっては斜面に堆雪できる場合もあるので、状況に応じて

二次堆雪幅を縮小することができる。 

⑧ 地形・地域の状況で土工量が大幅に増加する場合、用地取得が困難な場合は二次堆雪幅を縮小

することができる。 

⑨ 歩行者の多い市街地や通学路では、冬期の歩道幅員は1.5m以上確保できるよう計画することが

望ましい。さらに、冬期歩行者交通沿道条件等を勘案し、必要があれば冬期歩道幅員2.0m以上確

保することができる。 

 

ニ．盛土型切土路肩 

 

図1.1.12 

 

① 盛土区間にはさまる短区間の切土、切高の少ない場合の切土区間、採取盛土を必要とするとき、

積雪深が特に大きい場合、工区内土取が有利となる場合などに適用する。 

② 舗装体の厚さによっては、路床排水を考慮して、側溝の深さ及び横断水抜の配置を計画するも

のとする。 

③ 改良時の路肩は天芝程度を標準とする。 

 

(5) 現道拡幅箇所の路肩 

 

図1.1.13 

【R03.04 改訂】 
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1.1.2 中央帯 

（1）中央帯については交通条件、地域や路線ごとの運用等を勘案し図1.1.14を参考に適宜決めることとす

る。なお、高規格道路（自動車専用道路）の中央帯については、「第６集 標準設計図集」を参考とす

ること。 

 

図1.1.14（参考例） 

（2）前項の規定によりがたい場合には、側帯を省略して、車道と同一平面で幅員1.0ｍとしマーキングに

よって区分するものとする。 

 

図1.1.15 

1.1.3 停車帯 

（1）停車帯の設置にあたっては、本来の目的の一時的な停車としての利用および冬期間における除雪作業

の面から検討するものとする。 

（2）縁石の凍上のおそれのある地方については、点線表示まで広げることができる。適用にあたっては、

「第1集 道路 5.8 歩道舗装」を参照のこと。 

路肩 車道

2%

i%

歩道等

1:0.3

0.
60

1:0.3

0.30

0.
25

 
図1.1.16 

【R07.04 改訂】 
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1.1.4 歩道等（一般国道） 

（1）歩道等の構成の参考例を示す。(図1.1.17) 

（2）歩道等とは、歩道、自転車道、自転車歩行者道など歩行者、自転車の通行に供する部分の総称とする。 

（3）4種1級の道路には植樹帯を設けるものとし、その他の道路には必要に応じ設けるものとする。植樹帯

の幅員は1.5ｍ（おおむね１ｍ以上２ｍ以下）を標準とする。 

 なお、樹木の種類、配置、該当道路の構造及び交通の状況、沿道の土地利用の状況並びに良好な生活

環境の確保のため講じられる他の措置等を総合的に勘案して特に必要があると認められる場合には、そ

の事情に応じ適切な値とするものとする。 

（4）路肩の凍上のおそれのある地方については点線表示まで広げることができる(図1.1.18、1.1.19)。適

用にあたっては「第1集 道路 5.8 歩道舗装」を参照のこと。 
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2．のり面保護工 
 

2.1 地下排水工 

地下排水工は基本的には暗渠工とする。 

但し、下記に示すような地質状況、のり面勾配等の条件ではマットタイプも使用可能とする。 

1) のり面の岩盤が固く、人力掘削が困難な場合 

2) のり面勾配がきつく、暗渠工施工が困難な場合 

 

 

【H19.04 改訂】 
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3.岩盤路床の合否判定フロー 
 

積雪寒冷地である北海道の道路建設において路床が岩盤となる場合には、凍上対策を必要としないで岩

盤上に直接アスファルト舗装を施工する場合があるが、対象岩盤の凍上および支持力に対する安定性を評

価判定する必要がある。寒地土木研究所防災地質チームでは、これまでに岩盤路床の岩石に対して岩盤の

凍上・支持力の簡易判定法確立に向けた研究を実施しており、研究で考案した岩盤路床の合否判定法とし

て図3.1.1について合否判定フローを示す。 

本判定フローは、岩石の室内試験結果を用いて判定するものである。詳細は、文献1)を参照されたい。 

なお、合否判定の対象となる岩盤の条件として、岩盤路床の施工面まで掘削して砕石を除去した後に、

岩盤面として保持できることが必要である。これまでの現場調査の結果、室内試験で用いた岩石供試体が

判定フローで合格と判定されても、対象岩盤全体の状態が岩盤路床を採用できない場合があることが判明

した。室内試験を行うためのサンプル試料は、20cm角程度のブロックとして採取されるため、対象岩盤の

比較的安定した堅固な岩塊となって対象岩盤全体の性状を示していない場合がある。したがって、掘削施

工後の現場を観察して掘削面がスレーキングなどにより細粒化、あるいは粘土化していないことを確認す

る必要がある。 

 

 

図3.1.1 岩盤路床の合否判定フロー図 
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